近畿ブロック社協　能登半島地震社協支援チーム
２１クール日報（４月１３日～４月１９日）
	報告日
天気
	４月14日（日）
晴れ
（気温：12～23°）
	報告者
	堺市社協　小松
※文中チームメンバー敬称略

	ボラセンの場所
	七尾市文化センター

	メンバー

	近ブロ20クール:青木、北村、越智、小阪、平川、武重、藤澤、村上、立川、荒井、前川
　　　　　　　　小山
近ブロ２１クール：小松、林、吉岡、叶、甲谷、坂上、高原、小西、谷川、植山、伊野、平田
※関ブロ11名。

	（主な日程）
	7:15 宿舎出発
8:00 七尾市文化センター着
ボランティア受け入れ準備
 8:25 朝礼
8:35 ボランティア受付
8:50 全体オリエンテーション
9:15 マッチング開始
10:15 ボランティア送り出し完了
ニーズ受付
現地調査
ボランティア活動調整（アポ取り）等
13:00 本部で活動者報告受付（順次対応）
15:40 ボランティア見送り
　　　明日のマッチング（オリテ準備）
	<本部以外の動き>
仮仮置場　
田鶴浜コミュニティセンターに開設
対策ミーティング実施。
午後からローラー班ポスティングと聞き取り調査を開始。

	
	17:00 終礼
17:30 マニュアル更新作業、残務整理
18:00 活動終了

	報告事項

	●VCの状況　V139名（テント村92名、県V40名、運転V7名）
　現地調査14件（うち一般14件、技術0件）
　ニーズ対応16件（うち完了16件、継続0件）
　ニーズ残396件（キントーン数値）
●マッチング担当
上記の状況の通り。
●受付・資材担当
・現在の使用枚数等の総数を確認（使用:F81、ＸＸＬ35、洗濯:F37、ＸＸＬ18）
・雨天時のビブスの着用について、送り出し時点で雨が降っている場合はリーダーのみ着用。
・洗濯等でビブスが少ない場合も同様にリーダーのみ着用。
●現地調査担当
・災害ＶCo５名、丸亀市３名、自治労2名、市社協３名、関ブロ３名、近ブロ６名の２２人体制で実施。
●仮仮置き場担当
・仮置場和倉の待ち時間が３０分の待ち時間が出ている。
・現在の仮仮置場のある田鶴浜コミュニティセンターと仮置場との距離が近いため、状況により直接仮置場に持っていくなど使い訳ができる。
・ボラが持参しているお弁当の保管についてボラから終礼で伝えてほしいと申し出がある。気温の上昇と仮仮置場に影がないため、活動中にお弁当が腐る可能性がある。
対応）
現在クーラーボックスは備品にないため、本件については七尾市社協で検討することとなる。
●ローラー班
・ポスティング：ボラ６、運転ボ１、職員（関ブロ２）
・聴き取り；ボラ１０、運転ボ２、職員（関ブロ２）
・ポスティングのコールバックは０件、聴き取りニーズ２件。
・午後からの対応で１０名のボラで外原２６世帯完了。
・明日よりポスティング１班と聴き取り２班をマッチングで確保。
・本日参加されたボラから、ポスティング興味のある方が多くいた。被災者と直接かかわることができるためか。
・ポスティング、訪問型の聞き取りは七尾市社協から自治会長を通じて事前告知しているため訪問した際「聞いてたよ」という声があり、ポスティングも新聞配達のようなイメージではなく、住民との会話が丁寧なやり取りになっており現在のやり方では２６日までに終わらせることは難しいと予測される。
●対策ミーティング（13：30～15：30）
七尾市社協（直課長、谷口氏）近ブロ（小山）、小松）関ブロ（２名）支援P（津布久氏、李氏）
検討事項２点
1 『七尾市災害VCローラー作戦について』
本作戦の目標：関ブロが撤退する２６日までにすべてのエリアへのポスティングと聞き調査の完了。明日から優先的にローラー作戦への参加ボラを調整することが決まる。マッチング班との連携近について津布久氏がカレンダーに各日の必要なボランティア数をリストアップし可視化することでコーディネートの円滑化を図る。
万が一２６日までに完了できない場合は、２５日から経団連経由で企業ボラが4日、5日、5日のペースでGWをカバーできるように入ることを李氏より情報共有を受ける。
〇今後の動きについて
当初現地調査特化日の4/23、4/26、4/30はすべてローラー特化日として行う方針。特化日の設定は仮置場が休業日に当たる日程で組まれており、4/24、4/30は近ブロの引継ぎ日となっているため、ローラー特化と十分な引継ぎがタスクとしてあげられる。近ブロとしてはGWを見据え引継ぎの優先度も高いことから、実際にボランティアを受け入れしての1日の運営の流れを体験できる状態をつくれないかと提起。県ボラバスやテント村ボラ何名のボランティアを調整できるのか七尾氏社協で確認いただくことになる。万が一ボランティアを調整できない場合は、災ボラシミュレーションのような状態で職員がボラ役になり一連の流れを作り引継ぎを行うことを想定。
2 『避難所へのニーズの作業ニーズの掘り起こしのための避難所訪問について』
経緯については過去の日報に記載のため省略。
近ブロとして今回の18：00の避難所訪問について20・21クールの意見をまとめ伝える。
近ブロとしての意見「避難生活者のプライバシーを守りたい」
各避難所の住民の内訳が不明な点であることを前提で、仕事終わりや普段は安らいでいる時間帯に聴き取りを行うことは、相互にいい関係を作りにくい可能性も想定。避難所へのかかわりは必要であるため、関わり方を検討していくのはどうか提案。直課長としても同様の考えであるとのことで、本日高木氏非勤日のため明日話し合いを予定。

	今後の主な予定
	●明日4/15（月)の動き
・4/15からローラー強化　ポスティング1台（職員1、運1、Ｖ8）
　　　　　　　　　　　　聴き取り調査2台（職員2、運2、Ｖ16）
・ローラーに参加するボランティアには丁寧な活動の説明が必要。

	調整課題・所感等
	・ローラー特化＆引継ぎ日のスキームと体制。
・避難所ニーズの掘り起こし方。

	その他
	・クールメンバーの関係良好。連携が求められる班が自発的にコミュニケーションをとっている場面が見られる。
・宿に到着後、メンバー間での不安軽減のため簡単なミーティングを行った。



